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炎症性腸疾患の腸管外合併症治療指針の改訂 
 

研究協力者：松浦 稔，杏林大学医学部消化器内科学 准教授 
 
研究要旨：炎症性腸疾患(IBD)の腸管外合併症は IBD 患者の QOL や長期予後にも影響する。しかし、

その診断や治療は IBD 専門家においても時に難しく、一般診療医には腸管外合併症の認識自体が未

だ不十分である。本プロジェクトでは国内外から収集した最新のエビデンスや IBD 診療の現状に基

づき、本邦で IBD 腸管外合併症の診断および治療を行う際に標準的に推奨されるものとして、IBD の

腸管外合併症治療指針を作成し、その内容を見直し定期的に改訂を行った。 
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A. 研究目的 

本研究班では、IBD 診療に関わる医療者全般

に IBD の腸管外合併症について広く啓蒙し、関連

診療科との連携した診療体制の構築や腸管外合

併症に対する早期マネージメントを推進するこ

とを目的に、IBD の腸管外合併症治療指針を新た

に作成した。しかし、IBD の腸管外合併症に関す

るエビデンスは未だ少なく、診断や治療について

も確立されていないことも多い。本プロジェクト

の目的は、国内外からの IBD 腸管外合併症に関す

る最新情報を随時収集し、本邦の IBD 診療の現状

を踏まえ、本治療指針をより充実したものにする

ために、その内容を定期的に見直し、必要に応じ

て改訂を行うことである。 
 
B. 研究方法 
国内外からの IBD 腸管外合併症に関する文献

的エビデンスや学術団体から発表されたガイド

ラインや提言などを随時収集し、本邦における

IBD 腸管外合併症の診断ならびに治療に際して

標準的に推奨される指針となるべく、その内容を

定期的に見直し改訂を行った。また本治療指針の

理解を促すことを目的に、腸管合併症の症例集

（アトラス）を新たに作成した。 
 

C. 研究結果 
1）IBD 腸管外合併症の選定 

IBD 患者の予後への影響を鑑み、令和元年度 
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IBD 腸管外合併症治療指針で作成された 4 つの

腸管外合併症（関節痛・関節炎、皮膚病変、血栓

症、原発性硬化性胆管炎）に加え、「血管炎」「膵

炎」の 2 つを追加した。 
2）総論ならびに短文要約の追加 

IBD 腸管外合併症の概念や定義、主な腸管外合

併症と発生頻度、発症時期や疾患活動性との関連

など、腸管外合併症に関する全般的な疫学データ

や臨床的特徴などを総論として追記した。また各

項目のポイントを一目で理解できるように冒頭

部に短文要約を追加した。 
3）腸管外合併症各論の改訂 

それぞれの腸管外合併症については、疫学、診

断・鑑別のポイント、治療、関連する診療科との

連携（コンサルトのタイミングなど）を中心に簡

潔にまとめた。 
4）画像集（アトラス）の作成 
本治療指針で取り上げた腸管外合併症の典型

的な画像写真を症例形式で提示し、診断や画像所

見のポイントについて解説した。 
 

D. 考察 
IBD の腸管外合併症の発生頻度は必ずしも高

くなく、その診断や治療にもしばしば難渋する。

そのため、主な IBD 腸管外合併症の診断や治療の

ポイントに加え、IBD 診療の携わる医療従事者に

IBD の腸管外合併症について広く啓蒙すること

が重要となる。また IBD の腸管外合併症には発生

頻度が低くても患者 QOL や生命予後にも大きく

影響し得る合併症が存在するため、関連する診療

科との連携した診療体制の構築が必須である。本

プロジェクトではその基盤となるように国内外

から文献的エビデンスや本邦の IBD 診療の現状

に基づき、IBD 腸管外合併症の診断や治療のポイ

ントを IBD 専門医のみならず一般診療医にも理

解しやすくなるように記載方法を工夫・改善した。

また従来の本治療指針では記述（テキスト）形式

での解説が中心であり、画像集（アトラス）を新

たに追加することで、本治療指針の理解を促し、

IBD 腸管外合併症を広く啓蒙することにも有用

であると考えられた。 
 
E. 結論 

本プロジェクトで作成する IBD の腸管外合併

症治療指針が IBD 診療に関わる全ての医療者へ

IBD 腸管外合併症を広く啓蒙し、その適切なマネ

ージメントの指針となるように、今後も定期的な

改訂が必要である。 
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